
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

テストお疲れ様でした。あなたの期待通りの点数は取れましたか。以前から言い続けていますが、 

結果は変えることはできません。変えられるのは未来だけです。今一度、テストの点数だけでは

なく「過程」を振り返って、次に生かしてください。テストの扱い次第で、あなたの未来がどんど

ん変わります。 

 さてこの間、進路を考える進路面談が実施されました。私も担任の先生から皆さんの思いを聞い

ています。皆さんは、今たくさん悩んでいると思います。もう既に決めている人もいることでしょ

う。ここで一つ質問なのですが、その進路希望は、自信をもって「自分が決めた」と言えますか。

先輩や先生、おうちの方からたくさんのアドバイスをもらったと思います。それは良し。アドバイ

スをもとに進路を選ぶことは、大切なことです。でもやめてほしいのは「〇〇がここに行ったら？

って言ったからここにする」とあなたの進路希望を他人が決めたということです。あなたの人生で

す。最終決断は必ず、自分でしてください。 

 なぜ私がこのように言うかというと、卒業後の進路先で嫌なことがあった時、「だって〇〇がこ

こに行けって言ったからここに進学したんやん」とより一層しんどさを感じてしまう一因になりか

ねないからです。自分で決断した進路であれば、「自分で決めたことだから、乗り越えて最後まで

頑張ろう」と自分の成長につなげられます。 

 もちろん、人生の決断をすることはすごく勇気のいることです。そして、皆さんにとって初めて

のことだと思います。悩んで当然。でも大丈夫。自分が決めた道であれば、価値があります。高校

は人生の通過点です。ゴールではありません。もちろん、合格はゴールではありません。新たなス

タートラインに立っただけです。大切なことは、その進路先でどれだけ自分が頑張れるか、自分を

成長させ新たなスタートラインに立つ準備ができるかです。先生たちも皆さんと同じように人生の

決断を自分でしてきました。育ってきた場所・進学した学校（大学も含めて）、全てバラバラです。

でも今同じ職場で働き、皆さんと出会いました。進学先は違いますが、共通して言えることは、教

師になりたいという夢に向かって努力し、自分で決断し、あきらめなかったことです。そして、き

っと先生たちはみんな自分の通ってきた道は間違ってなかったと思っていると思います。 

 自分の人生、自分で創っていきましょう。 
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（ほぼ）毎週水曜日、放課後に「放スタ」と題して、1時間自習室として教室を開放しています。家に帰ったら、なかな

か勉強に集中できないという人、ぜひ 1時間勉強して帰ろう！「一緒に勉強して帰ろう」など素敵な声掛けが聞こ

えてきます。みんなで、ぜひ＋１ 知識をつけて帰りましょう！みんなの頑張り波に乗っかろう！ 

【保護者の皆さまへ】 

 先日は、お忙しい中、進路面談にお越しいただきありがとうございました。ご家庭で十分にお話をしていた

だいているおかげでたくさんのお話を聞くことができました。先に書かせていただきました通り、生徒たちに

は、「自分で決断するように」と指導をしています。ぜひ、今一度ご家庭でお話をしていただき、お子さんが

自信をもって決断したと言えるようにご協力よろしくお願いします。 

 次の面談は、12 月 17 日（水）～23 日（火）を予定しております。お仕事等、ご都合をつけてくださりあ

りがとうございます。11 月 25 日（火）に面談日程を配布しておりますので、ご確認がまだの場合は、お子さ

んにお尋ねください。その面談では、「進路希望最終決定」をする予定です。面談までに悩んでおられること、

ご不明点などございましたら、お子さん伝えでも構いませんので、ご連絡ください。よろしくお願いいたしま

す。 


